
３． 選択メニューの実施 

入院患者への食事サービスとして、選択メニューを実施している。毎日昼食・夕食時に、普通食を提供

している患者を対象に 2 種類のメニューより選んでいただいている。（選択メニュー 110 円/食） 

４．付添食 

  小児科感染症入院の付き添い保護者に食事を提供している。（690 円/食） 

 

● 研究業績 

学会 

1） Masayuki Kaku ∙ Shoji Ando ∙ Hiroshi Ono ∙ Yurie Koga ∙ Yuki Hotehama ∙ Yusuke Enomoto ∙ Masakazu 

Miyagi ∙ Tatsuya Ito ∙ Shota Araki ∙ Shinichi Honjyo ∙ Sachiko Atsuta ∙ Nao Hino ∙ Yoshiyuki Ito ∙ 

Shigemi Kamiya ∙ Satomi Inoue ∙ Yuri Yotsumoto ∙ Toshihiro Sakurai ∙ Takeshi Nishikawa 

Efficacy of the prognostic nutritional index (PNI) in critically ill COVID-19 patients: A multicenter 

study under a treatment regime in accordance with practice guidelines 

Clinical Nutrition Open Science,57,88-98,2024JUL 31 

  

研修会、講演会 

1) 糖尿病食事療法の基礎 

堀田 侑希 

おかやま糖尿病サポーター認定研修会                          2024 年 8 月 4 日 

2) 終末期心不全治療を考える - 多職種による多面的な介入 - 

堀田 侑希 

岡山県安心ハートネット                                    2024 年 9 月 4 日 

3) 慢性心不全患者の栄養管理                          

岡本 理恵 

令和 6 年度 循環器研修会                                 2024 年 12 月 6 日 

広報誌（ザ・ジャーナル） 

1) 健康レシピ 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.19 No.1，2024 年 4 月   山田 朱莉 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.19 No.2，2024 年 7 月   山田 朱莉 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.19 No.3，2024 年 10 月   笠井 淑子                       

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.19 No.4，2025 年 1 月    笠井 淑子 

 

手術室運営室      室長 佐藤 徹（整形外科診療部長） 

 

● 活動目的 

 当院手術室の安全管理および手術業務の効率化と運営の円滑化を図る 

 

● 活動状況 

1． 会議開催状況（2024 年度） 

手術室運営委員会  2024 年 7 月 30 日、2025 年 1 月 28 日 

手術室運営会議   2024 年 5 月 28 日、9 月 25 日、11 月 26 日 

             2025 年 3 月 25 日 

 

2． 2024 年度活動内容 

1） 手術件数の増加に向けて：効率的な手術室運営について検討を行い、時間内に多くの手術

が受入れられるよう、各科と手術室スタッフに協力を依頼した。 

2） 手術室内で発生したインシデントについて情報共有を行い、手術室の患者安全向上に向け取

り組んだ。 

3） 電子カルテシステム更新に伴うマニュアルの整備を行い、円滑な手術室運営に取り組んだ。 

4） da Vinci 手術開始後の課題抽出を行い、物品の整理、入室時間の調整、スタッフの育成を行

い安全な da Vinci 手術が行える環境づくりに取り組んだ。現在、泌尿器科、消化器外科（上部

消化管、下部消化管）、呼吸器外科で da Vinci 手術を実施している。 

5） 手術室、機器、機材等の故障・破損等への対応：手術台の更新、高画質内視鏡モニターの更

新（小児外科等）、無影灯の更新等を行った。 

6） 手術室廊下の物品整理：各診療科の協力を得て、現在手術で使用されていない大型医療機

器を西棟の保管庫へ移動した。今後、使用実績がないものに関しては廃棄を検討していく方

向で承認を得た。 

7） 手術室内の業務の見直しを元に看護師のタスクシフトを検討し、効率的な手術受け入れがで

きる体制が整えられるよう取り組みを行った。 

8） 筋弛緩薬の管理運営方法の見直しを薬剤師と共に行い、安全かつ効果的な薬剤管理方法の

検討を行った。 
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